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保護者の皆様 

令和６年度 学校評価結果報告 

                                                                

県立串木野特別支援学校長                                                      

 

 陽春の候，皆様におかれましては，ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて，２学期に実施いたしました令和６年度学校評価につきまして，御協力をいただき，感

謝申し上げます。職員，保護者，児童生徒のアンケート結果をまとめましたので報告いたしま

す。 

 なお，集計結果の詳細については，本校のホームページに掲載します（３月１３日を予定）

ので御覧ください。 

 

１ 回収状況について 

 (１) 職員 

    小，中，高，寄宿舎，事務職員を対象に行い，回収率は１００％でした。 

 

 (２) 保護者 

    昨年度に引き続き Google フォームでアンケートを実施いたしました。御協力ありが

とうございました。回答率が５５％であったため，原因を探るとともに，来年度は回収

率を上げられるよう工夫をしてまいります。 

 

 (３) 児童生徒 

    昨年度と同様，質問項目の内容により一部回答も可能としたり，職員が読み上げて児

童生徒が記入，選択したりする方法を取ることで，児童生徒在籍数２４１人中１５６人

の回答を得ることができました。 

 

２ まとめ 

【評価基準】 

職員  ・・・４：十分達成  ３：おおむね達成  ２：やや不十分  １：不十分 

 保護者 ・・・４：あてはまる  ３：ややあてはまる  ２：あまりあてはまらない 

        １：あてはまらない  ０：わからない 

【課題のとらえ方】 

［職員］ 

「２：やや不十分」「１：不十分」の合計が 20％を上回る項目を課題としてとらえる。 

［保護者］ 

「２：あまりあてはまらない」「１：全くあてはまらない」の合計が 20％を上回る項

目を課題としてとらえる。 

［児童生徒］ 

 「３：はい」「２：まあまあ」「１：いいえ」の数値はもちろんであるが，記述の部分

も課題としてとらえる。 

                                      

             

 裏面を御覧ください。 

 



 (１) はじめに 

    今年度，学校の教育目標・経営方針に合わせて職員のアンケート項目の見直しを行い

ました。また，保護者アンケートについては，昨年度の「分からない」の回答率が高かっ

た項目において，表記を見直しました。結果の分析や考察については，昨年度との比較，

各項目の割合，自由記述を基に行いました。 

 

(２) 成果と課題 

    職員による自己評価，保護者評価，児童生徒評価ともに，「２」，「１」の合計が２０

％を上回った項目はありませんでした。よりよい学校づくりのために何が必要なのかを考

え，以下のように成果や課題，対応策をまとめました。 

 

   ア 職員の評価 

    【成果】 

      「食育の推進」，「安心安全で適切な医ケアの取組」，「服務規律の厳正確保」に

ついて「４：十分達成」の評価が昨年度より１０％以上上がり，高い評価を得ました。

情報共有や教材の活用，職員研修での取組の成果が出た形となりました。 

    【課題・対応策】 

「小中高一貫性・系統性のある教育課程の編成・実施，評価・改善」，「個別の指

導計画に基づいた授業実践，授業改善」，「いじめや不登校に対する適切な対応」，

「小学部段階からのキャリア教育」などについては「４」の項目が１０％台とやや低

い評価でした。 

学部間の連携や情報共有，指導計画を授業に生かす取組，生徒指導提要の内容に

沿った指導についての共通理解など，改善に向けて全校で取り組んでいきます。  

 

イ 保護者による評価 

    【成果】 

     ｢学校を楽しみにしている」，「学校の様子を連絡帳や学部学年だよりなで知ること

ができる」，｢徴収金等は適切な目的で使われている」について「４：十分達成」の

評価が７０％を超え，高い評価を得ました。 

【課題・対応策】 

「教材の工夫やタブレット端末の活用をとおした主体的に取り組む授業の工夫」, 

「進路に関する情報のニーズや実態を考慮した発信や，丁寧な進路指導」，「校内の施

設設備の実態に応じた整備」，などについては「４」の項目が４０％～５０％台とや

や低い評価でした。また，自由記述においては空調に関する要望，人権に考慮した関

わり方に関する要望，通学バスに関する要望などが挙げられました。 

学習の取組や進路に関する情報などＰＴＡや各便り等で分かりやすく伝える工夫を

行ったり，人権教育の研修に継続して取り組んだりするなどの対応を行い，児童生徒

一人一人を大切にした教育を更に進めてまいります。施設の老朽化や空調に関する要

望については，校内でできる限りの対応を行うとともに，県への要望も引き続き行っ

ていきます。  

 

ウ 生徒による評価(成果・課題・対応策) 

    「先生は気持ちのよいあいさつをしますか」，「先生は明るく話しかけてくれますか」，

「学校は安全ですか」の項目について 80％を超える評価を得ました。自由記述では通学 

 バスや施設面について，安全に関する要望がありました。 

あいさつや関わり，安全面など，すぐに対応できるところは対応を行うとともに，安

全指導係，通学指導係で対応を検討し，関係機関とも連携して，今後も学校全体で安全

に生活できる環境を整えていきます。 



1
　小中高一貫性・系統性のある教育課程の編成と実
施がなされているか。

2
　小中高一貫性・系統性のある教育課程の評価・改
善がなされているか。

3
　個別の指導計画に基づき，PDCAサイクルを意識し
て授業実践・授業改善が行われているか。

4
　学習指導において障害に応じた工夫（自立活動の
充実や教材教具，ICTの活用）を行っているか。

5
　生活年齢に応じた関わりや，人権を尊重した指
導・支援が徹底されているか。

6
 食育の推進において，全体計画を活用した食に関す
る指導が行われているか。

7
　テーマ研修において，職員間の学び合いや語り合
いの充実，授業力向上に効果的な取組を行っている
か。

8
　職員研修等をとおして教員の資質向上に効果的な
取組が図られているか。

Ⅲ
指生
導徒

9
　いじめや不登校，問題行動に対し，未然の予防，
早期発見，生徒指導提要を踏まえた適切で早期の対
応が図られているか。

Ⅳ
指進
導路

10
　小学部段階からのキャリア教育を推進し，学部
間，家庭や地域，関係機関と連携しながら進路指導
が行われているか。

11
  保健指導，健康の保持増進（肥満防止・虫歯予防
の徹底等）に当たって，学校医や関係機関等と連携
が図られているか。

12
　感染症対策の徹底と児童生との学びの継続・充実
との両立を図る工夫を行っているか。

13
　医療的ケアは，機器の整備，学校看護師や保護
者・主治医との連携の下，安心安全で適切に行われ
ているか。

14
　危機管理体制の整備や危機管理マニュアルに即し
た訓練をとおして職員の危機意識の向上が図られて
いるか。

15
　安全点検による危険箇所の適切な点検・修理，ヒ
ヤリハット報告の効果的な活用がなされているか。

16
　幼保，小，中，高等学校への巡回相談や学校見学など
センター的機能を発揮し，地域のニーズに応えている
か。

17
　「個別の教育支援計画」，「移行支援計画」につ
いて，引継ぎ会やケース会議などで効果的な活用が
図られているか。

Ⅶ
教寄
育宿
　舎

18
　寄宿舎教育の充実について，各学部との相互連携
を効果的に図ることができているか。

Ⅷ
改業
善務

19
　会議の効率化や各種システム等の整備を行い，職
員個々が計画的に時間を有効活用することができる
ように工夫がなされているか。

20
　同僚性を発揮しながら，支え合い，学び合うこと
ができているか。

21
　交通法規の遵守や個人情報の保護・管理などを徹
底し，服務規律の厳正確保に取り組んでいるか。

Ⅵ
セ
ン
タ
ー

的
機
能

※±１％の誤差あり。

Ⅸ
服
務

 
規
律

令和6年度　重点目標の評価（自己評価）　評価シート（小・中・高・事務・舎）部　　　　　　   

・　自分自身の取組状況ではなく，組織体としての学校教育活動の状況について評価する。
・　評価基準《　４：十分達成　　３：おおむね達成　　２：やや不十分　　１：不十分　　》　　に〇をつける。

評価項目（観点）
昨年度の学校評価の反省を参考にした今年度の重点項目
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「４：十分達成」がＲ５より５％以上上がった項目に○をつけ
ています。
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1
　学校では，教育方針や教育内容について，保
護者に分かりやすく伝えられている。

2
　児童生徒は，学校に行くことや訪問教育を受
けることを楽しみにしている。

3
　職員は指導や支援に，特別支援教育の専門
性を生かして，児童生徒を理解し，指導支援に
取り組んでいる。

4
　学校では，教材の工夫やタブレット端末の活用
などをとおして，児童生徒が生き生きと主体的に
取り組む授業の工夫をしている。

5
  職員は，児童生徒に対して人権に配慮した言
葉遣いや関わり方をしている。

6
　日ごろの児童生徒の学校生活の様子を連絡
帳等や学部・学年だより，週報などで，知ることが
できる。

7
教育相談や進路相談は，相談しやすい雰囲
気で受けられる。

8
  進路に関する情報は，本人・保護者のニー
ズや実態を考慮して発信され，丁寧な進路指
導がなされている。

9
  職員は，児童生徒の健康状況について家庭
とよく連携し，健康管理及び健康増進に取り
組んでいる。

10
  学校は，交通安全や火事・災害時の避難な
どの安全指導の充実に努めている。

11
　学校は，検温や手洗い，うがいなどの感染
症対策に適切に取り組んでいる。

12
 校内の施設設備は，児童生徒の実態等に配
慮して整備されている。

13   徴収金等は，適切な目的で使われている。

14
　通学バスは，安全な運行がなされている。
(122人/177人回答)

15
   通学バスの職員は，保護者と連携が図られ
ている。（122人/177人回答）

16
   寄宿舎では家庭・学校と連携して寄宿舎生
の生活力の向上を図る取組がなされている。
(22人回答）

17
   寄宿舎では，寄宿舎生の健康状況の把握
と安全面に配慮した取組がなされている。
(23人回答）
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　　令和6年度　学校評価集計結果（保護者）　　　　　　　　　

　
　評価基準《　４：あてはまる　３：ややあてはまる　　２：あまりあてはまらない　　１：全くあてはまらない
　　　　　　　　 ０：わからない　　》

評価項目（観点） 評価 よりよくするための改善点や改善策
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1   学校は，たのしいですか。

2
  先生は，気持ちのよいあいさつをします
か。

3
　先生は，明るくはなしかけてくれます
か。

4 　先生に，話しかけやすいですか。

5 　学校での勉強は，よくわかりますか。

6 　学校は，きれいですか。

7 　学校は，安全ですか。

8
  通学バスは，安全ですか。
（115人回答）

9
　通学バスの先生は，よく話を聞いてく
れます。（116人回答）

10
　寄宿舎の生活は，家や学校での生
活に役立っていますか。（23人回答）

11
　寄宿舎の先生は，よく話を聞いてくれ
ます。（23人回答）

　　令和６年度　学校評価集計結果（児童生徒）　　　　　　　　

　評価基準《　３：はい　　２：まあまあ　　１：いいえ　　》

評価項目（観点）　昨年度の学校評価の
反省を参考にした今年度の重点項目

評価

※±１％の誤差あり。
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